
アスペルガー症候群を持つ方の就労における
「自分運営マニュアル」の意義

坂本　玲子１、林　　裕也２、久保木智洸３、山中　達也１

キーワード：就労支援、合理的配慮、仕事環境の構造化、対処方法

はじめに

近年、自閉スペクトラム症をはじめとす

る発達障害は広くメディアで取り上げら

れ、中でも （Asperger Syndrome、以下

AS）は注目度が高い。障害者総合支援法

のもとに就労し始める方もいれば、就労し

たのち適応が困難になり、何らかの対応が

必要になる方もいる。いずれにしても、他

の障害特性よりも周囲の理解は得られにく

い。

本大学で行われている「アスペルガー当

事者会（以下、AS当事者会）」ではその活

動の一つに「自分運営マニュアル」の作成

があげられている。それは自分のAS特性、

困難や利点、対処方法についてまとめたも

ので、自分と他者の相互理解を求めるため

のものである。ここでは、AS当事者会に

参加経験があり、AS者として障害者枠で

就労したAさんと、就労後にAS特性のた

めに困難を生じたBさんの「自分運営マニ

ュアル」使用の実際をめぐって紹介し、考

察する。

要　旨

就労に関しての困難を抱えるアスペルガー症候群(Asperger Syndrome、以下AS)当事者の

方たちが作成した「自分運営マニュアル」を紹介し、職場における使用の実際をめぐって考

察した。

当事者たちは本大学で行われているAS当事者会でこれらのマニュアルを発表し、相互に

説明して理解できるよう検討している。

就労の現場では、彼らの特徴を理解し対応しようとする姿勢、対策の試みはなされている

が、優秀な面を持つAS当事者たちの困難な側面についてはなかなか理解されにくい。その

ため当事者の方から常に、仕事内容及び場面の構造化・視覚情報の提示・具体的な指示・指

示系統の一本化等について、お願い、依頼をする必要が出てくる。そういう際、実際に即し

たマニュアルがあることで、職場における相互理解、仕事の効率化のための対策が実行され

やすい。ここでは、お二人のAS者のマニュアルを通して、その意義と現場における課題に

ついて考察した。

（所　属）

１）山梨県立大学　２）上野原市役所　３）信州大学
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１．対象と方法

（1）対象と倫理的配慮

Aさん（30才代女性）は大学を卒業後ス

ムーズに就労したものの、20数回にわたる、

短期間での自主退職を繰り返し、うつ状態

となって精神科を受診、その過程でASの

診断を受けた。障害者就労支援センターで

の支援を経て就労訓練を受けたのち、障害

者枠にてC会社に採用され、現在６年が経

過している。

Bさん（30才代男性）は大学院卒業後、

D会社に入職、３年間は何とか仕事ができ

ていたが、ある程度責任のある仕事を任さ

れるようになってストレスが重なり、うつ

状態となった。精神科を受診し、ASを診

断されている。

両名は本大学で行われているAS当事者

会に参加したことをきっかけに「自分運営

マニュアル」を作成し、就業上で使用して

いる。このことから、両名に研究の趣旨を

書面及び口頭にて説明し、研究で用いるこ

との同意を得た。「自分運営マニュアル」

には記名は無いが、結果の表現においては

個人が特定されないよう、内容に支障がな

い程度に変更を加え、プライバシーに配慮

している。

（2）方法

AS当事者会の目標を紹介したうえで、

上記のAさんとBさんがAS当事者会で発表

した「自分運営マニュアル」について分析

した。Aさんに関しては就労前に作成した

マニュアルと、就労中に必要となって作成

したマニュアルが対象である。Bさんは関

しては、職場で上司や仲間との話し合う必

要が出た際に作成したマニュアルが対象と

なった。

２．結果

（1）AS当事者会について

本会は、本大学の卒業生を中心として

2014年に立ち上がり、月に１回のペースで

開催されている。参加者しているAS者は

成人で、顧問である著者（精神科医）の紹

介を通しており、主治医もしくはカウンセ

ラーのいる方となっている。それに加え、

ASのシステムを知り支援することを目指

す本大学の学生（福祉もしくは看護を専攻

している）が参加している。

会の目標は会員で話し合われて決定され

ており、以下のようになっている。

① AS者が自分の持ちものをマイナスに

捉えるのではなく、個性として受け

入れるきっかけになること。

② 自分の特性への理解を深めること。

③ 共感によって、自分が１人ではない

ことを理解すること。

④ 当事者ならではの喜びや安心感のあ

る居場所にすること。

⑤ いわゆる普通の人（定型脳者）とAS

者の感覚の違いをお互いに知ること。

⑥ 当事者の二次障害が悪化しないこと。

二次障害がなくなること。

会では、毎回参加者がテーマを決めて話

しあっている。話し合いのルールは以下の

とおりである。

① 「言いっぱなし、聞きっぱなし」が

基本。他人の話を聞くときには途中

で口をはさまずに聞き、その話につ

いて批判、中傷はしない。

② 当事者会で話された内容を外に漏ら

さない。

③ 当事者会に集まった人どうしでは、

基本的に連絡先の交換はしない。

④ 遅刻、早退、欠席はしてよい。

⑤ 途中でトイレに行きたくなったり、
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具合が悪くなったりしたら、黙って

部屋から出てよい。また、辛くなっ

たらその場で言う。

⑥ この時間に具合が悪くなったり、気

になることや心配事があったりした

ら、後で顧問（精神科医）に話して

もよい。

⑦ 本名を用いるか、ニックネームを用

いるかは各自で決める。

話し合いの中で気づかれたことが「自分

運営マニュアル」に取り込まれ、その時点

での「自分運営マニュアル」を発表したい

者は、機会を得て発表していく。就労場所

での使用の実際についても報告されたり、

相談されたりする場合が多い。

（2）Aさんの自分運営マニュアルについて

Aさんは、現在の会社（C社）に入職す

る前に、表１のような自分運営マニュアル

を作成し、障害者枠での就労ということも

あり、入職前に上司及び産業衛生スタッフ

の方たちにこのマニュアルを説明する機会

を得た。C社の方でもこれをもとにASに

ついての勉強会を開くなど、前向きに受け

止め、Aさんの特徴に合わせた環境調整に

も努力してくださった（例：本人用の写真

付き仕事手順ノート、１日のスケジュール

を書いたボードの掲示、食事中は善意から

でも話しかけないこと等）。具体的な要望

について、C社担当者・上司のフットワー

クは速く、困る事態が生じる度にAさんと

の話し合いが行われた。毎日の仕事に精一

杯だったAさんは、新しい困難が重なる度

に「辞めたい」気持ちになったが、その都

度、支援者（著者）を含めたやりとりでC

社と対処の工夫を重ね、６年の就労が続い

ていた。Aさんにとって仕事をしている最

中は「楽しく」ても、終業時にはすでに会

社駐車場の車の中で眠ってしまう、という

状態は続いた。これが、表２で頻繁に用い

られている「脳疲労」という状態である。

この「脳疲労」はなかなか予想しがたく、

本人にとっても制御しにくいものであっ

た。また、仕事へ適応すればするほど、さ

らに「しなければならない」仕事が見えて

きて、構造化されていたはずの仕事のイメ

ージが崩れていった。それまで頼りにして

いた上司の職場内異動もあって、さらに混

乱が進み、より具体的でわかりやすい環境

調整のために、Aさんは新たな自分運営マ

ニュアル（表２）を作り、上司及び産業ス

タッフに伝え、必要時は支援者（著者）を

交えて話し合いが重ねられた。マニュアル

は事態をイメージした、より具体的なもの

になっている。産業スタッフはこれに従っ

て支援し、上司や同僚も前向きに学ぼうと

しているが、流動的で忙しい現場には難し

い面もあり、週末に趣味などをする余裕は

少なく、疲労問題が現在の課題となってい

る。

表１ 自分運営マニュアル（就労前）
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表２ 自分運営マニュアル（就労後）
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（3）Bさんの自分運営マニュアルについて

Bさんは、就労を始めて数年たった後、

仕事の負荷が増え、責任も問われるなかで

困難にぶつかり、産業医（著者）に相談し

た結果、AS会を紹介され、来会した。B

さんは、主に職場で困っていること、上司

や同僚に理解してほしい特性を上げてい

き、それが障害のどの特性によるものなの

かを産業医とともに具体的に区分し、表３

のようにまとめた。

a群特徴からf群特徴まで、障害による特

性とその特性によりできないことがあげら

れ、最後に自分の強みと苦手なことへの対

処法、望ましい支援の仕方が加えられてい

る。Bさんはこれを元に職場で支援会議

（本社責任者も含む会議）をしてもらい、

不明点については産業医から上司たちに説

明がなされた。

Bさんの場合、この支援会議に至る前に、

直接の上司（Eさん）が産業医との相談の

場に頻繁に訪れ、Bさんについての理解・

支援の方法を探る時間が１年ほど続いてい

た。この１年の間に、Bさんは様々な方法

を試し、その中で自分のASとしての特徴

を学び、Eさんと共に有効な対策を工夫し

ていった。最も確かな理解者となったEさ

んが、仕事の指示をBさんに出す係りとな

ってくれたことで、Bさんの安心感が保た

れ、仕事の方向性が明らかになった。この

実績が支援会議に認められ、会社も前向き

に障害特性に向き合おうとしている。

表３ Bさんの自分運営マニュアル
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３．考察

（1）AS当事者会について

AS当事者でなくても、人は誰しも自分

を道具として使用１）しながら人生を生きて

いる。しかし「普通に生きること」に困っ

ていない者は「自分はどのような特徴・仕

組みでできていて、それによる困難や強味

は何か？」について知り、他者に説明する

必要を感じている人は少ない。しかしAS

者は、彼らの特徴を前提とした世の中で暮

らしてはいないため、自分という道具の特

徴とその望ましい使用方法を、他者に説明

する必要に迫られる。特に、日本社会にお

ける就労の場は、個人の時間を犠牲にして

も会社に対して献身的に働くことが価値と

いう論理が長く常識になっていたため、な

お一層その枠に当てはまらないAS当事者

には、辛いことが多い。「会社とはそうい

うもの」、「働くってそういうことでしょ

う？」という共通感覚が、現代においては

もはや自分たちの首を絞める一方だとして

も、疑いを持てない人々が多いのではない

か。

AS当事者会は、彼らがありのままで話

ができる場であり、安心して自分を語るこ

とができる巣のような場２）である。生育歴

の過程で「仲間」と共に育ちあう「巣」を

持ちにくかった者たちが、そこで自分の特

徴を話し、お互いに学びつつ、社会や就労

の場でその特徴がどういう困難として起こ

りうるか、どう対処してどう伝えれば有効

か、道具の特徴をどう生かしていけばいい

のかなどを話しあい、学ぶ。その過程で、

現在の社会で運用しうる「自分運営マニュ

アル」が生まれてくる。
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（2）Aさんの自分運営マニュアルをめぐって

障害者職業総合センターの報告３）（全国

公共職業安定所135か所の専門援助窓口を

対象に調査）によれば、平成27年７月から

の２か月間で就職した発達障害者242人の

内、82.6％が障害者求人で就職していた。

同報告２）による就職１年後の職場定着状況

では、障害者求人による就労の定着率が

79.5％であったのに対し、一般求人による

就労定着率は障害開示が33.3％、障害非開

示も33.3％と低いことが認められた。

Aさんは障害者職業総合センターを通し

た障害者枠での就労であり、就労に入る前

の訓練も受け、初めての自分運営マニュア

ルをそこで作っている。職場では初めから

障害が開示されており、該当年度は違うが、

Aさんの例は上記の高い定着率群に相当す

る。それまで数か月で自主退職していたA

さんが６年以上、同じ会社で勤務できてい

ることが、障害者枠就労の有効的側面を示

している。産業スタッフは、Aさんの「自

分運営マニュアル」を中心に社内での学習

会を開き、Aさんが困っている事柄に対し

具体的な対処を実行してきた。

それでも、Aさんにとって「脳疲労」が

生じてしまう理由には以下のようなものが

ある。一つ目は職場での構造化の難しさで

ある。すなわち表２で何度も言及した次の

ような記述で表されている。

・作業場や内容が構造化されていればい

るほど、スムーズで確実な作業ができ

ます。

・流動的で突発的な出来事でも一応、対

応できますが、脳疲労に悪影響が出ま

す（できるだけ固定的で先の見通しが

できるとありがたいです）。

・（困ることは）わけのわからない状態

の中で作業を進めること。

構造化とは、予測可能であること、自分

に求められていることが理解可能であるこ

と、安心できるわかりやすい環境であるこ

とを指す４）。どのような場面でも構造はあ

るのだが、それがAS者にとって明確にな

っていないことがしばしばある。あるいは

AS者が捉えている構造が、周囲の人たち

が捉えている構造とは違っていることも

往々にしてある。

Aさんは、上司の協力を得て自分専用の

写真付き「仕事手順書マニュアル」を作り、

その日の仕事予定を「ホワイトボードにで

きるだけ経時的に書いてもらうこと」、「変

更があった場合はその項目を修正して書い

てもらうこと」をお願いした。こうした視

覚情報を用いた構造化は、AS者にとって

たいへん有用なのだが、その継続がなされ

ないことがよくある。周囲の同僚たちが

「そろそろ慣れてきたようだから、いちい

ちボードに書かなくてもわかるよね」とい

った理解をし、本人に確かめずにこの構造

化が曖昧になるからである。

二つ目は、表２の以下のような記述から

わかるように、聴覚による指示がわかりに

くいことである。

・できるだけ短めで明確な指示を出して

ください（図に書いていただけると楽

に理解ができます）。

・仕事中は、それで頭がいっぱいなので、

仕事に関する話だけにしてください。

・指示を理解できるまで、細かい確認を

何度もしてしまうことがあります。

・言葉のやり取りができているように見

えても、実はわかっていないことがあ

ります。

一般に、AS者はそうでない人に比べ、

視覚優位５）と言われ、埋没図形テストの成

績やウェクスラー式知能検査の積木模様課
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題の結果が良い。視覚的手がかりがあり、

口頭で答えず、検査材料を手で操作して回

答する問題の成績は概ね良く、視覚的手が

かりがなく、仮定状況を問う口頭試問では

成績は概ねよくない５）。

Aさんにとって、指示はできれば視覚情

報による方がよく、そうでない場合は関係

のない情報を交えない方が良いのだが、現

場では仕事とは関係のない雑談がなされ、

経年的に親しくなってくると周囲はなおさ

ら聴覚情報を混ぜてくる。こうしたことが

「脳疲労」の原因になっていく。

三つ目は、仕事中においては、疲れてい

ること自体を自覚できないことである。表

２の以下の記述どおりである。

・自分では疲労度がわからないので、自

覚が出たらかなりの疲労となっていま

す（疲労がひどい時は、極度の睡魔に

襲われるかパニックを起こすので休ま

せてください）。

AS者には、自己モニター障害特性があ

ることが多く、疲労感のような基本的な身

体感覚に気づくことが苦手である６）。すな

わち、「元気いっぱい」と「動けないほど

疲れている」の間にある感覚、「そろそろ

疲れてきたな」という感覚を認知できない。

これは米田がAS者の特性として指摘する

ハイコントラスト知覚特性７）であり、グレ

ーゾーンの認識が上手くできず自分の状態

を認知できないまま、パソコンが急にオフ

になってしまうかのような機能不全が生じ

る。この特性はAさんもわかっているが、

作業中の自覚は難しいため、周囲が数量的

に「ここまで」と終了させることが必要と

なる。

（3）Bさんの自分運営マニュアルをめぐって

Bさんは理科系の大学院を卒業し、研究

員をしたのち現在の会社に入職した。

研究員の当時は一人でコツコツと与えら

れた課題について研究を重ねていく仕事で

あったため問題なく過ごせたが、就労後は、

社内外との連絡や報告、相談や要請を受け

つつ複数の案件をこなさねばならず、業務

内容が増えるにつれ破綻を来し、上司のE

さんと共に産業医（著者）に相談するよう

になった。相談回数を重ねる過程で、知的

に高く探求心のあるBさんの特性から、

ASについて勉強を深めるに至り、AS特

性・AS要素について書籍７）－12）を読んでも

らい、生育歴を振り返りつつ、現在の困り

感をめぐって検討してもらった。この作業

は約１年に渡り、特性を学びつつ対処策を

検討、実践後にその結果について再び検討、

という作業が続いた。Bさんにとってあり

がたかったことは、こうした作業の過程を

上司のEさんに伴走者として理解していた

だいたことである。

BさんはE上司に説明するに当たり、ウ

イングの３つの特性10）、①社会的相互交渉

の障害、②コミュニケーションの障害、③

想像力の障害、を上げて以下のようにまと

めた。

・社会的相互交渉の障害：相手のニーズ

に関わらず、自分の要求や関心事を一

方的に話したり、働きかけたりする。

イレギュラーな対応や臨機応変は難し

い。聞いて理解するのが遅い・同時処

理できない。

・コミュニケーションの障害：どれが指

示なのか、アドバイスなのか、注意な

のか、話が長くなると理解できない。

報告、相談をするときに話がわかり辛

く伝わらない。その場で会話の内容を

理解し、適切に返答できない。会話中

での理解が追いつかない。言いたいこ

とをぱっとまとめて伝えられない。
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・想像力の障害：スケジュール管理・タ

スク管理が苦手。工数の見積もりがあ

まく、期限通りに完了できない。詰め

が甘く、期限直前での修正を余儀なく

され、結局期限を守れない。優先順位

が決められない。具体的なことでない

と理解しづらい。曖昧性が苦手。

Bさんはウイング理論に加え、米田氏７）

のシングルフォーカス・シングルレイヤー

特性についても以下のようにまとめた。

・シングルフォーカス特性：一度に一つ

のことしか対象にできない。具体的な

困難場面に直面したとき、その困難だ

けがクローズアップされてしまい、困

難への対処法を含めるその他の点を考

えることが難しくなる。

・シングルレイヤー特性：無数の情報処

理について、様々な側面ではなく、一

つの側面からしか想像することができ

ない。複数の業務を並行して進められ

ない。別の用事を始めると前にやって

いたことを忘れる。途中で他の仕事を

頼まれ、複数のタスクになると何から

始めて良いか混乱する。

以上をもとにBさんは表３のような自分

運営マニュアルを作成したのだが、このマ

ニュアルの優れた点は、上記のような分析

の項目に縛られず、自分の困り感を中心に、

a～f群特性としてまとめられている点であ

った。そしてコーエンの共感化‐システム

化仮説12）にある、全体を俯瞰する志向性を

もって「強味」（表３）として以下のよう

にまとめ、具体的支援を要請した。

・単純作業を長時間することは苦になら

ない。

・指示を明確にしてもらえれば理解はで

きる。

・メモや文字で書いてもらえば、理解し

やすい。

・優先順位や、やることを明確にしても

らえれば対処できる。

・指示系統が一つであれば理解しやすい。

これらはシンプルでわかりやすく、伴走

者であるE上司にとって、そして支援会議

で説明する産業医にとっても説明しやすい

ものであった。E上司はBさんへの情報を

集約する係りとして機能しており、Bさん

は相談室に来ることもなく、仕事を続けら

れていることが、このマニュアルの有効性

を物語っている。

おわりに

就労は人生の一部に過ぎないが、１日の

中で占める時間は長い。仕事に合わせて働

くのではなく、その人に合った仕事を模索

することは、AS者に限らず必要な事と思

われる。今回は、お二人のAS者の自分運

営マニュアルを通して、就労現場における

合理的で便利な働き方について、再考して

いく必要があることに気づかされた。

最近ではコンビニでもレジ前に立つ場所

を示し矢印で方向が書かれている。場面を

視覚的に構造化させることは、無駄なスト

レスを減ずるわけだが、社会はそれを必要

としている。

また、AS者における細部へのこだわり

は、システム内の多様性に注意を向けて調

整していくことで、徐々に全体のシステム

を理解することにつながる俯瞰性を意味し

ているが、こうしたありようは、AS者で

ない者にとっても必要であろう。他文化と

相対する際に我々は自分のやり方に固執し

がちであり、それによって世界の閉塞感は

増している。こうした現代において、「自

分運営マニュアル」を必要としているのは、

AS者だけでないことは明らかであろう。
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Abstract

We studied the effectiveness of seeing a movie at a theater on improvements in quality

of life of the elderly by measuring several psychological and physiological indices.

The Subjects were 39 healthy elderly (average age: 71±3.3). 

The movie title was decided by using a questionnaire, and the psychological and

physiological indices used were interviews with families of subjects about the changes in

everyday life, the State Anxiety (STAI) psychological test, and the concentration of

salivary chromogranin A and amylase.

An increase and a decrease in sympathetic nerve activity were revealed in more than

half of the subjects during the movie and after the movie respectively. STAI values

decreased significantly after seeing the movie in the group of subjects who showed

higher Trait Anxiety (STAI) compared with the group with lower Trait Anxiety．The

interviews revealed that about half of the subjects became more talkative and appeared

to remember old memories more clearly than ever.

Previous studies reported that once sympathetic nerve activity is activated, the

condition is maintained for a long time and possibly interfered with parasympathetic

nerve activity in the elderly. However, the results indicated a possibility of a fondly‐

remembered movie to coordinate autonomic nerve activities. 
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